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15 - 21
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Ｃ 17 - 18
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
12 * 0 1 5 14 4 5 3 9 10 19 5 3 1 0
14 * 2 7 9 19 1 3 1 4 7 11 3 1 0 0
18 * 1 4 3 5 0 0 0 2 6 8 2 2 0 0
23 * 2 6 1 10 0 0 1 5 4 9 4 2 2 0
34 * 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
20 0 1 2 0 1 0 0 2 1 1 2 0 1 0 0
22 0 2 3 1 5 2 2 0 1 6 7 1 0 2 0
37 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 1 3 0
8 25 20 55 7 10 9 25 35 60 15 9 5 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 4 8 4 9 1 1 0 0 5 5 0 0 0 0
13 * 0 3 4 9 1 2 3 0 6 6 1 3 0 0
15 * 1 2 2 8 2 2 1 0 1 1 2 1 1 0
17 * 0 6 2 4 0 0 1 0 3 3 4 2 1 0
20 * 0 0 2 7 0 0 3 3 2 5 0 2 2 0
4 0 1 3 1 2 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0
5 0 0 0 1 4 0 0 2 2 1 3 0 0 2 0
8 0 1 3 3 4 0 0 2 1 1 2 1 4 0 0
10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 3 3 6 0
7 25 19 47 4 5 13 9 23 32 8 13 7 0

２０１４年度関西学生バスケットボールリーグ 入替戦

流通科学大学
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試合ＮＯ 711

71 63

敗チーム

大阪教育大学

男子

戦評
【総括】
入れ替え戦初日の最終試合は、1部リーグ8位流通科学大学と2部リーグ3位大阪教育大学の試合となった。終始、お
互いの速いオフェンスが展開されるタフなゲームとなった。序盤は流科大が#14杜の多彩なプレーで大教大を圧倒し
大きくリードを作る。が、大教大も必死に喰らいつき両者決め手がないまま後半へと突入する。後半は大教大があと一
歩のところまで詰め寄るが、流科大が1部の意地を見せつけ、流科大に軍配が上がった。
【第1ピリオド】
まずは流科大#23龍の素早いファストブレイクから始まる。対する大教大は持ち前の高いシュート力が影をひそめ、
中々苦しい立ち上がりとなる。一方の流科大は#14杜が3Pシュート、力強いゴール下などマルチなプレイを見せ、出だ
しから一気に畳み掛ける。大教大は#15伊田、#6山野などがシュートを沈め流れを掴もうとする。しかし流科大#23龍が
またしても大教大の前に立ちはだかる。相変わらずの力強いゴール下で大教大からバスケットカウントを奪いさらに流
科大に勢いをもたらす。大教大は成すすべ無しといったように点差を広げられ26-11流科大リードで第1ピリオドを終了
する。
【第2ピリオド】
なおも流科大が優勢のゲーム展開が続く。大教大はターンオーバーを連発し出したまらず2-3のゾーンディフェンス
に切り替える。これがハマり出し流科大のミスを誘うようになる。そこにすかさず#8大和谷がワンマン速攻、3Pシュートを
決め流れを掴み始める。が、流科大も引かず#18南家が3Pシュートで応戦する。大教大が点差を縮めると流科大が引
き離し、流科大が大きく離しにかかると大教大が食らいつき一進一退の攻防が続く。がここで再び大教大のゾーンディ
フェンスがハマり、その流れから#6山野、#4須川が立て続けに3Pシュートを沈め、最大15点あった点差を5点にまで詰
める。が、やはり今季1部リーグで格上のチームに揉まれてきた流科大。そう簡単には主導権を握らせない。#23龍の力
強く且つ柔らかなポストプレーが冴え、またしても10点差をつけ41-32流科大リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
流科大#23龍が3Pシュートを沈め、前半の流れそのまま大教大を攻めたてる。対する大教大は#6山野がバスケットカ
ウントを奪い会場を沸かせる。その流れに乗りたいところで#17安部が鋭いドライブからレイアップシュートを沈める。が
流科大は#18南家の落ちついたゲームメイクから#14杜の安定したゴール下で応戦。なおも、お互いに点の入れ合い
が続く膠着状態が続く。着々と時間が経過していき、結果として少し大教大が点差を縮めた形で54-45流科大リードで
最終ピリオドへと突入する。
【第4ピリオド】
大教大#15伊田の3Pシュートから始まる。やっとここから大教大のペースかと思いきやここまであまり目立った活躍の
なかった流科大#12新宅がポテンシャルの高さを見せつける。高いジャンプでリバウンドを掴み力強いゴール下シュー
ト、バスケットカウントなどと要所を抑えたプレーでチームを牽引。インサイドで確実にスコアを重ねゲームを支配した流
科大が一気に勝利を引き寄せる。大教大も最後まで勝利への執念を見せるも一歩届かず、71-63で流通科学大学が
勝利し、1部リーグ残留への大きな初戦を制した。
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関西学生バスケットボール連盟

木村　太亮（関西学連）戦評生島　匡 副審 大野　哲広

記録

入れ替え戦 勝チーム

試 合 日 2014年11月1日
流通科学大学開始時間 15:30

会　　場 関西学院大高等部

杜 家騰 25 38

龍 季弥 8 39

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

新宅 悠三 14 40

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

0 2

南家 佳輔 9 31

0 -

0 -
-

松本 真弥 2 2

金城 翔 0 10
木村 省吾

-

0 - -

橋本 竜馬 3 8
辻 直弥 10 28

-
0 - -

合　　　計 71

0 -

200
RATE 32.0% 36.4% 70.0%

大阪教育大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 天田　英彦

18

山野 裕太 21 31

ST MINTO AS

須川 陽介 5

安部 瑞基 4
伊田 涼司 9

REBOUND３Ｐ
BS

吉田 健太郎 9 32

22
奥田 遥介 2 17

29
土屋 時生 4

0

24

- -

大和谷 健太 9 24
神原 綾太 0 2

-
-

0 - -
0 -

RATE 28.0%

-

-

40.4% 80.0%
200

0

Team / Coach: 高橋　哲也 -
合　　　計 63

0 -
0 - -


